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研究成果の概要（和文）：　本研究では，格差の縮小をともなう経済発展を遂げた2000年代のブラジルに着目
し，地域経済の発展パターンについて質的かつ量的な検討を行った。ローカルに展開されるボトムアップ型の開
発形態について，ブラジルでは行政レベルにおける制度面での整備や実施主体間のネットワーク化が進んでいる
ことが明らかとなった。くわえて，市町村に該当する基礎自治体「ムニシピオ」の単位で実証分析を行うこと
で，グローバルな市場とのつながりや大都市であるかどうか，住民の年齢構成，宗教的多様性や治安といった要
因が地域単位で投票行動を特徴付けるとともに，地域経済発展に影響を及ぼすことを示唆する研究結果を導き出
した。

研究成果の概要（英文）：This project has explored the development pattern of Brazil's regional 
economy in the decade of 2000, which experienced economic growth with narrowing inequality. This 
project has shed fresh light on the role of local actors in development from the bottom-up, 
institutional improvement at federal, state, and municipal governments, and the networks between 
these actors. This project also highlights the several characteristics of municipalities on regional
 economic growth, such as access to the global market, size of the city, demographic structure, 
social diversity, and public security.

研究分野：ラテンアメリカ地域研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ブラジルを対象とした本研究において，中央政府主体のトップダウン型地域開発政策のみならず，地方分権化
や市民社会の成熟により可能となる地域経済の担い手である多様なアクターの実践に注目し，地域経済発展に関
する研究成果を公刊し始めたことは大きな学術的・社会的意義をもつ。また，事例研究に留まりがちなボトムア
ップ型あるいはローカルレヴェルでの市民参加や社会運動を，経済的・社会的・政治的特徴を集計したデータベ
ースと併せて全国・地域別に位置づけることで，地域固有の要因や共通する要因の計量的検証が可能となる研究
の端緒を開いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ブラジルには歴史的に根強い地域間格差が存在する。2000 年代以降、ブラジルの伝統的な課

題である格差問題に変化が生じ、貧困削減、国内の所得格差、地域間格差の縮小と従来の経済

的中心地域以外の地域での経済活動の拡大が確認された。 

経済活動の空間的な分散が生じた背景には、（a）グローバル化とマクロ経済安定化の流れの

中での産業立地の変化、（b）社会政策や信用市場拡大にともなう地域経済市場の拡大と雇用の

創出、（c）ローカルな制度的変化と参加型イニシアチヴなどのガバナンス改革があげられる。

これらは、地域ごとのポテンシャルを生かした開発戦略の策定や公共政策の実施を通じて地域

経済の発展パターンに影響をおよぼしている。地域経済の発展は、都市化が進む途上国におけ

る持続可能な経済発展の観点ならびに地方創生を通じた経済・社会の活性化を図る先進国の課

題にも直結する問題として注目される。 
 
 
２．研究の目的 
地方創生は先進国に限った問題ではない。国内における所得格差や地域間格差は、階層間の

対立など社会不安の原因となり持続的成長を阻害する。都市化が進む発展途上国においても､主

要都市のみならず地方における地域経済の発展と統合は長期的な成長を実現する上で不可欠で

あるが､それを実現する手段は未だ模索過程にある。本研究の目的は、格差の縮小をともなう経

済成長を遂げた2000 年代のブラジルに着目し、地域経済の発展パターンについて質的かつ量的

な検討を行うことである。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、2000 年代のブラジルにおける地域経済の動向に関する定量的かつ定性的分析を行

い、地域経済の発展に寄与しうる要因を明らかにする。本研究は以下の3 つの課題から構成さ

れる。 

（1）地域経済の発展パターンの類型化：地域経済の分類 

（2）地域主体・参加型イニシアチヴの役割と効果：アクター、プロセスの検討 

（3）地域経済発展に関する実証分析：マクロレベル・ローカルレベル両要因による検証 
 
 
４．研究成果 

 本研究では、格差の縮小をともなう経済発展を遂げた2000年代のブラジルに着目し、地域経

済の発展パターンについて質的かつ量的な検討を行った。ローカルに展開されるボトムアップ

型の開発形態について、ブラジルでは行政レベルにおける制度面での整備や実施主体間のネッ

トワーク化が進んでいることが明らかとなった。とりわけ、参加型予算発祥の地でもあるブラ

ジル南部リオグランデドスル州ポルトアレグレ市は､国内でも有数のコミュニティ開発の事例を

有している。その背景には､ヨーロッパ系の移民の多さやカトリック教会等宗教団体の支援､労

働組合などによる社会運動の蓄積が指摘される。こうした地域主体の属性はアクター間のネッ

トワーク化を促すとともに、ローカルな活動から国内および国際的な地域主体のネットワーク

化を通じてさまざまなレベルでの地域経済発展に貢献しうる可能性を提示する。 

くわえて、市町村に該当する基礎自治体「ムニシピオ」の単位で実証分析を行うことで、

グローバルな市場とのつながりや大都市であるかどうか、住民の年齢構成、宗教的多様性や

治安といった要因が地域単位で投票行動を特徴付けるとともに、地域経済発展に影響を及

ぼすことを示唆する研究結果を導き出した。 



 また、本研究を通して、「地域単位」を鍵にブラジル地理統計院（IBGE）が実施するセンサ

ス、全国家計サンプル調査（PNAD）、労働雇用省（MTE）の社会情報年間統計（RAIS）、開

発商工省（MDIC）の貿易データ、社会開発・飢餓対策省（MDS）の社会政策データ、財務省

国庫局（STN）の財務データ、教育省（MEC）の教育統計などさまざまな省庁が主管する統計

資料を統合したデータベースを作成した。同データベースは、ブラジルの地域経済を包括的か

つ多角的に捉え、その特徴を明らかにする上でさまざまな可能性を有しており、今後の研究課

題の追究や計量分析の拡張の基礎となる研究成果である。 
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